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履修履歴データベースご利用の流れ

①初期設定をする

②応募者へ
提出依頼をする

③応募者の提出データ
を確認・印刷する

④提出データを
面接で活用する

・ログイン方法…２Ｐ
・ＩＤ規則設定（必須）…３Ｐ
・受付期間設定（任意）…４Ｐ
・ＰＤＦ名設定（任意）…４Ｐ
・採用支援システムとの連携（任意）…５Ｐ

・提出依頼メールの作成…６Ｐ

・確認方法（応募者一覧・個人）…8.9.10.11Ｐ
・データ出力方法（ＰＤＦ・ＣＳＶ）…11Ｐ
・履修講義検索方法 …12Ｐ

別紙の面接活用読本を
御覧ください。



０．ログインをする

2021年卒採用版

①法人用ログインボタン
をクリック

履修データセンターＨＰ
http://dscenter.co.jp/
のトップページにあります。

②「２０２1年卒採用版」
をクリック

通知書サンプル

③同封しております「お客様
情報通知書」に記載されてい

るコードを入力し、ログイ
ンボタンをクリック

2021新卒採用、インターンでのご利用はこちらから
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http://dscenter.co.jp/
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1.初期設定をする

①ＩＤ規則設定（必須）

※現在の設定値は、こちらで確認できます。

・全角登録を許可する
・半角登録のみ許可する
いずれかを選択
※設定後にも変更可能

「登録」
押して設定

現在の設定を
確認できます

送信者情報１とは、企業様が応募者を識別する為の情報です。
何を入力してもらうかは、応募者に提出依頼をする際に貴社で自由に決めて頂けます。
(※当サービス上では「氏名」「電話番号」等は入力不要としており、
この項目が個人を特定する唯一の情報となります。)

提出データを受け取る際に必要になる
「送信者情報１」(※5Ｐ)の入力規則(半角・全角)を設定します。

※採用支援システムと連携する場合は、５Ｐを先にご覧ください。

各社のメールシステムの場合
応募者を管理している固有の番号→【半角のみを許可】【全角を許可】
応募者氏名→【全角を許可】

就活ナビサイト
メッセージ機能の場合

ワード置換機能を用いての
識別番号(マイナビ＝学生管理ID/リクナビ＝個人ID)→ 【半角のみを許可】

採用支援システムの
メッセージ機能の場合

自動入力されるので、どちらでも問題ありません。

【推奨設定】【依頼方法】
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※期間を設定した場合、応募者は期間外に提出することができなくなります。
（初期設定は「期間設定なし」です）

※秋採用など間を置いて採用を再開する場合、設定忘れにより

提出できない学生からの問い合わせが頻発しておりますのでご留意ください。

②受付期間設定（任意）

応募者から履修履歴の提出を受け付ける期間を設定することができます。

※現在の設定値は、こちらで確認できます。

現在の設定を
確認できます

・受付開始日
・受付締切日

を入力

「登録」
押して設定

各企業様でより管理がし易くなるように、

必要に応じて設定を行ってください。

（初期設定は「送信者情報１.pdf」です）

＜利用例＞
設定：2021(左の欄に入力)

ファイル名）2021送信者情報１.pdf

設定：2021(右の欄に入力)

ファイル名）送信者情報１ 2021.pdf

※現在の設定値は、こちらで確認できます。

「更新」
押して設定

管理に必要であれば、
前後のスペースに好
きに入力できます。
例：年度など

現在の設定を
確認できます

ＰＤＦをダウンロードした時のファイル名を
設定することができます。

③ＰＤＦ名設定（任意）
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※提出を必須とした場合、応募者は少なくとも一つは成績証明書を提出することが

必要となります。

④提出指定設定（任意）

応募者の成績証明書PDFファイルの提出を必須とするかどうかを設定できます。
初期設定では「成績証明書の提出を必須としない」となっています。(推奨設定です)

※応募者の負荷となる可能性がありますので、成績証明書は選考時は提出させず、
内定後に提出させることをお勧めいたします。

「登録」
押して設定
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⑤採用支援システムとの連携と初期設定

※連携しない場合はこのページをご確認頂く必要はありません。

応募者の「送信者情報１」と貴社の企業コードが自動で入力、受信データを採用支援システムで一元管理
できるようになります。各採用支援システム会社へ、下記のお客様情報をお伝えし、ご依頼ください。

ＡＯＬ

e2R
i-web

・各社企業コード
・ログインＩＤ
・パスワード

※夜間バッチで全量データを連携することから
セキュリティ強化のため

・各社企業コード
・学生用ログイン画面ＵＲＬ

(https://service.dscenter.co.jp/dss/student/login?year=2021）

採用支援システム会社へ連携の依頼をする

採用支援システムと連携した場合の初期設定

①ＩＤ規則設定（必須）

送信者情報１は自動入力になるため、どちらの設定でも問題ありません。

②受付期間設定（任意）

採用支援システムで期間設定をしますので、デフォルトの設定で問題ありません。

【重要】応募者からの再提出依頼に関しまして

採用支援システムの仕様では、
応募者が一度提出すると「提出済」となりその後の提出が不可となることが多いようです。

再提出を受け付ける場合、採用支援システム会社へそのような設定になるようご相談ください。
応募者都合での再提出(誤登録など)の場合、その都度再設定の依頼となると貴社の手間になりえますの
で、何度でも提出できるような設定をして頂くか(その場合提出しても「未提出」の表記となる場合が
ありますので、そのことを応募者へ共有することが必要です。)
エントリーシートと同様、再提出は受け付けないとされることを推奨致します。

※誤登録をした学生から「再提出をしたいので、企業コードを教えてください」
という問合せが来ることがありますが、学生が直接企業コードを入力して提出した場合、
採用支援システムの管理サイトには送信結果が引き継がれませんのでご注意ください。
そのため採用支援システムと連携されている場合は、企業コードはお伝えしないことを推奨致します。

③ＰＤＦ名設定（任意）…採用支援システムで出力する場合、デフォルトの設定で問題ありません。

各社で設定して頂く必要があります。
ご不明な点は採用支援システム運営会社へお問合せください。

SONAR
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２.応募者へ提出依頼をする

①企業コード（必須）
ご契約の際、履修データセンターより発行したコードです。※年度ごとに異なります。
応募者がデータ送信する際の、送り先情報（宛先）となります。

②送信者情報１（必須）
送信されてきたデータが、どの応募者のものかを判別するための情報です。
何を「送信者情報１」とするかは、各企業様で自由に決めていただきます。
（※採用支援システムと連携される場合は採用支援システムの応募者管理番号になります。）

※データベースには、応募者の氏名等、個人が特定できる情報は登録されておりません。
「送信者情報」で個人を識別する為の唯一の情報となりますので、その点を十分ご考慮ください。

※入力不可文字がございます。
半角全角のスペース、半角記号「/¥:;,*?|"<>」を入力指示なさらないようお願いいたします。

※入力可能な文字数は25文字までです。

③送信者情報２（任意）
「送信者情報１」以外に補足情報を入力して貰いたい場合にご利用ください。

応募者が提出をする際には、下記項目の入力が必要になります。
各項目に何を入力するかは、企業様から応募者へ通知していただく必要がございます。

応募者への提出依頼に必要な情報

【参考】ＰＤＦ・企業管理画面での送信者情報１の表示位置



8

送信者情報１の指示例

各社のメールシステムの場合
応募者を固有の番号で管理されている場合はその番号を。
その他の場合は応募者氏名と入力指示されるのが一般的です。

就活ナビサイト
メッセージ機能の場合

ワード置換機能を用いて識別番号(マイナビ＝学生管理ID/リクナビ＝個人ID)
を自動表示させるのが便利です。
※企業が管理している応募者の知らない番号です。
応募者がナビサイトで使うログインIDとは別物ですのでお気を付けください。

採用支援システム
メッセージ機能の場合

システム連携で「企業コード」「送信者情報１」が自動入力されますので、
特に入力指示をして頂く必要はありません。
下記サイトの文例をご参考に提出依頼のみを行ってください。

提出依頼の文例

履修データセンターのホームページ(http://dscenter.co.jp/user2-3.html)に
各社メールシステム・就活ナビサイト・採用支援システム
それぞれのテンプレートをご用意しておりますのでご利用ください。

(履修データセンターＨＰ「法人様向けご利用ガイド」→
「応募者へデータの送信依頼をする」→「送信依頼をする時の文例」)

※継続でご利用頂く企業様
企業コードとＵＲＬは年度ごとに異なりますので、
昨年と同様の企業コード・ＵＲＬを提出依頼のメールには記載しないようお願い申し上げます。

▼各社メールシステム用文例

▼採用支援システム用の文例

【送信者情報１の指示例】【依頼方法】

http://dscenter.co.jp/user2-3.html
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３.応募者の提出データを確認・印刷する

C 学校情報

D 単位情報

E GPA換算

F 最高評価率
最低評価率

G 評価分散

H 送信回数

確認：履修データ一覧

A D G
B

FEC H I
J

A 送信者情報１ 応募者を特定するための情報です。（例：応募者番号や氏名など）
また、この欄をクリックすると、個人参照画面（卒業課程）が開きます。

卒業課程、検定・単科履修、論文・著書のどれに該当するかが表示されます。

学校・学部が表示されており、カーソルを合わせると学科が表示されます。

卒業までに取得が必要な単位数、現時点で取得済みの単位数が表示されます。
※検定・単科履修の行では0が表示されます（以下Ｆまで同様）

成績評価を数値化した場合の平均値です。
成績段階数に関わらず、全て１．０～４．０のポイント化して統一の算出方法で計算されています。
■成績評価がＡ～Ｄの４段階（Ｅは不合格）の場合

4.0×Aの取得単位数＋3.0×Bの取得単位数＋ 2.0×Cの取得単位数＋ 1.0×Dの取得単位数
総取得単位数

総取得単位数にしめる最高評価の単位数もしくは最低評価の単位数の割合です。
例）合格評価がＡ～Ｄの4段階の場合
■最高評価率：A取得単位数÷総取得単位数
■最低評価率：D取得単位数÷総取得単位数
※合格評価段階の数によって不公平が生じないよう、一定の補正率を乗じています。

厳正な評価をしている可能性が高い授業の取得単位数とＧＰＡです。
前年度版に登録された全データから集計した結果として、以下の２点両方に該当した授業は、
成績評価が厳正に行われている可能性が高いとみなしています。
①当該授業履修者の全評価のうち最高評価の割合が30％以下
②当該授業履修者の全評価のうち最低評価の割合が10％以上30％以下
※10人以上の登録がある授業のみを対象としています

学生がデータを送信してきた回数です。
一覧画面では最新の送信内容が表示されますが、「個人参照画面」では以前の送信内容も閲覧出来ます。

個人参照の
画面へ(11Ｐ)

4

4

2

1

履修履歴データベースでは、①大学や専門学校などの卒業・修了した学校の履修結果と、②検定に合格したものや
取得した資格、又はオンライン講座などで履修した単科目の履修結果、発表した論文・著書の情報の３種類が確認
できます。

学校・学部毎に1行で表示されますので、学部の後に大学院に進学した方や、検定・単科履修の登録、論文・著書
登録がある方は複数行になります。

卒業課程の行

検定・単科履修の行

最終卒業年

K L M

論文・著書の行

B 内容
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I 送信者情報２

K 帳票(PDF)取得

L CSVデータ取得

送信者情報１を補足する情報として応募者に入力してもらった内容です。（例：氏名など）

成績証明書のPDFファイルが提出されている場合に○がつきます。

検索結果として表示されている応募者全員の履修履歴表をＰＤＦデータで取得できます

検索結果として表示されている応募者全員の履修履歴データをＣＳＶ形式で取得できます。
詳細はこちらに記載がございます。

検索結果として表示されている中に、提出されている成績証明書のPDFファイルが存在する場合、
そのファイルを取得できます。

J 成績証明書
提出状況

M 成績証明書取得
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学校名・評価方式

C

D

E

F

講義名G

送信日付

H

送信者情報２

I

履修データ内容切替

J

成績証明書(PDF)取得

A 送信者情報１ 応募者を特定するための情報です。（例：応募者番号や氏名など）
送信者情報１を補足する情報として応募者に入力してもらった内容です。（例：氏名など）

データが送信された日時が表示されます。（複数回送信している人は最新の日時が表示されます）
応募者の最終的な卒業・入社予定年が表示されます。 例）2021年3月卒の学生→2021年

学校、学部、学科、成績の評価方式、学校区分、卒業年が表示されます。
※海外の大学などで評価方式を手入力している場合は、評価方式は「その他」と表示されます。

ＧＰＡ、最高評価率、最低評価率について、学校・学部ごとの前年度の平均値が表示されます。
※前年度の履修履歴データベース登録情報から算出されています（登録数10名以上の学校・学部のみ）
※算出値が無い場合、および評価方式の選択に誤りがある場合は「－」が表示されます。

応募者が入力した講義名が表示されます。
各講義の成績評価が表示されます。
※成績評価を手入力した場合は、成績評価欄に「他(Ａ)」など「他」が表示されます。
※成績評価がなく、単位認定のみの講義を選択した場合は、成績評価欄に「合格」と表示されます。
各講義の単位数が表示されます。

厳正な評価をしている可能性が高い授業には「*」が表示されます。
前年度版に登録された全データから集計した結果として、以下の２点両方に該当した授業は、
成績評価が厳正に行われている可能性が高いとみなしています。※10人以上の登録がある授業のみを
対象としています
①当該授業履修者の全評価のうち最高評価の割合が30％以下
②当該授業履修者の全評価のうち最低評価の割合が10％以上30％以下

表示するデータを切り替えることができます。

この応募者が複数データを送信している場合、過去に送信されたデータを確認することができます。

表示されている応募者の履修履歴表をＰＤＦデータでダウンロードできます。

表示されている応募者の履修履歴表をＣＳＶ形式でダウンロードできます。

表示されている応募者の成績証明書を取得できます。

最終卒業年

帳票(PDF)取得

CSV(詳細)取得
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A

D

G

B

F

E

C

K

L

N O

前年度学部平均

k

確認：個人参照画面 ①卒業課程

最終卒業年 2021年

M

L 以前の送信

H I J

成績評価

単位数

評価分散

M

N

O

2021年
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ＧＰＡ換算

C

D

E

F

履修データ内容切替G

成績

講義名

A 学校・受講先 検定や資格を取得した機関や、単科目を履修した学校名が表示されます。

検定や資格の名称や、履修した科目名が表示されます。

取得した評価が表示されます。
資格や検定など合否だけのものについては「合格」が表示されます。

厳正な評価をしている可能性が高い授業には「*」が表示されます。
前年度版に登録された全データから集計した結果として、以下の２点両方に該当した授業は、
成績評価が厳正に行われている可能性が高いとみなしています。※10人以上の登録がある授業のみを対象としています

①当該授業履修者の全評価のうち最高評価の割合が30％以下
②当該授業履修者の全評価のうち最低評価の割合が10％以上30％以下

取得した評価をポイントにした際の数値が表示されます。
ＧＰＡの算出に用いるポイントですので、最高が４点で最低が１点となります。
例）ＡＢＣＤ評価の Ａ評価⇒４ Ｃ評価⇒２

検定や資格に合格したり、単科目を履修した年が表示されます。

表示するデータを切り替えることができます。

評価分散
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A D

G

B FEC

取得年

確認：個人参照画面 ②検定・単科履修

2021年

※検定・単科履修結果の登録は必須とされていませんので、特に企業様から指示をされない限り、基本的には登録されていません。

※所属学校の単位となる留学先や他学校での履修科目は卒業課程の欄に登録されています。

＜各欄の説明＞

最終卒業年

日本商工会議所 簿記検定３級 合格 2019

日本英語検定協会 英語検定２級 合格 2018

ＪＭＯＯＣ 統計学 Ａ 2019

日本オンライン教育大学 Programming for Everybody 履修中 2019

＊ ４

G



B

概要

C

D

E

F

履修データ内容切替G

論文名

研究室名

A 学校名 論文や著書の発表時の所属先学校・機関名が表示されます。

論文や著書の発表時の所属研究室名が表示されます。

論文、著書のタイトルが表示されます。

論文、著書の発表年が表示されます。

論文、著書の概要が表示されます。

論文、著書の目次が表示されます。

表示するデータを切り替えることができます。

発表年
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F
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目次

確認：個人参照画面 ③論文・著書

※論文・著書の登録は必須とされていませんので、特に企業様から指示をされない限り、基本的には登録されていません。

＜各欄の説明＞

G
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応募者の検索方法：通常検索

⑤履修データ内容
で絞り込む

※初期表示では「卒業課
程」が選択されています。

履修データ一覧画面から、閲覧したい応募者を絞り込むことができます。

④最終卒業年
で絞り込む

＜参考＞ 検索対象変換ツールのご紹介

「送信者情報１」で絞り込みたい対象者が大勢いる場合など、
カンマでつないで検索条件とするのが大変な場合があります。
そのような場合は、
Excelのセルに入力することで自動的にカンマ続きのデータに変換できるＥｘｃｅｌファイルを
ご提供しておりますので、是非ご活用ください。
(履修データセンターＨＰ内「各種資料ダウンロード」ページで入手できます。)

こ
こ
に
入
力

コピーして
貼り付け

検索を
押す

①受付期間で絞り込む

②送信者情報１
で絞り込む

※カンマで繋げると
複数人の検索ができます。

③送信者情報２
で絞り込む



前回データをダウンロードした日時以降に送信された分だけを抽出できます。

※取得日時が記録されるのは「差分検索」によりダウンロードした時だけです。

「通常検索」でのダウンロード日時は記録されませんのでご注意ください。

※ＰＤＦデータ、ＣＳＶデータ、ＣＳＶ（詳細含む）データをそれぞれ別々に検索できます。
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応募者の検索方法：差分検索

ＰＤＦ・ＣＳＶ出力・印刷

※面接官と応募者の双方で見
ながら面接して頂くのが重要
ですので、2部印刷して頂く
か、応募者に1部持参するよ
うご指示ください。
応募者の印刷方法は履修デー
タセンターＨＰの「学生向け
ご利用ガイド」で案内してお
ります。

取得したい
データの種類を選択

取得したい期間の開始日時を選択
（過去10回分の日時が表示）

帳票(ＰＤＦ)取得：
面接で使用しやすい形式のファイルです

ＣＳＶ（概要）取得
ＧＰＡ等数値が原則１人１行でまとまってい
ますので分析等に使いやすいです。
（学校・学部・学科単位なので大学院進学者
等は２行以上になります）

ＣＳＶ（詳細）取得
講義名や講義ごとの成績評価などのデータが
得られ検索やより詳細の分析ができます。

成績証明書(ＰＤＦ)取得：
成績証明書が登録されている場合にダウン
ロードできます。
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履修データ検索：基礎科目

応募者の中から該当の基礎科目を履修している応募者を検索することができます。
成績評価や、評価分散（評価の厳しい授業）が分かるのでスキルの有無とレベルが一目で分かります。

履修データ検索：フリーワード

500人以上表示させる
場合はここをチェック
※処理に時間が掛かる場

合があります

③ＣＳＶの
出力をする

プログラミング

プログラミング

プログラミング

5人

②検索したい
基礎科目を選択
※複数選択できます

①ＡＮＤ/ＯＲ
を選択

③検索ボタン
を押す

④ＣＳＶの
出力をする

プログラミング

プログラミング

プログラミング

プログラミング

プログラミング

500人以上表示させる
場合はここをチェック
※処理に時間が掛かる場

合があります

①検索したい
キーワードを入力する。
※部分一致が可能です。

※条件入力は5個までです。

②検索ボタン
を押す


